
王子総合高等学校　令和６年度　年間授業計画
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 社会の中で良い人間関係をつくりながら、自然と調和し、安心で豊かに暮らせる持続可能な社会を構築する資質を育む

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

A 単元：情報通信ネットワークのし
くみ
【知識及び技能】
　情報通信ネットワークの基本的構
成を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報通信基本的構成に説明させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分で身の回りにあるネットワー
ク用の機器について関心を持ち，適
切に使えるようにさせる。

・指導事項
　情報通信ネットワーク
　データ伝送の仕組み（ＩＰアドレ
スとプロトコル，ＷＷＷと電子メー
ル）
　情報セキュリティの重要性（個人
認証，暗号化）
・教材：教科書・サブノート・補助
教材
・パソコン教室のパソコン等

【知識・技能】
　情報通信ネットワークの基本的な構成につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
　情報通信ネットワークの基本的な構成につい
て説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自分で身の回りにあるネットワーク用の機器
について関心を毛持とうとしている。

２
学
期

B 単元：アルゴリズムとプログラム
【知識及び技能】
　コンピュータは決められたアルゴ
リズムのとおりに命令を実行してい
ることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　効率よく結果を出すために条件や
目的に合った簡潔で分かりやすいア
ルゴリズムを考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分の身近な事柄について，作業
の手順を箇条書きに表し，プログラ
ムを作成をさせる。

【知識・技能】
　データの性質とその特徴について理解してい
る。
　数値データの集計やテキストマイニングにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
　データの性質の違いを把握し，データの分析
を行うことができるデータになっているかを考
察している。
　集計した数値データやテキストデータを分析
し，考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　データの収集の後の加工をしないとどのよう
な問題になるか自分の考えを深めようとしてい
る。
　データの分析を通して自分の考えを深めよう
としている。

【 知　識　及　び　技　能 】

B 単元：データの活用
【知識及び技能】
　データの性質とその特徴に理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
　データの性質を正しく理解させ，
考査し，分析させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　データの加工の必要背を理解，分
析させ自分の考えさせる。

・指導事項
　データの収集
　データの分析
・教材：教科書・サブノート・補助
教材
・パソコン教室のパソコン等

A 単元：情報のデジタル化・コン
ピュータの仕組み
【知識及び技能】
　七ログとデジタルの特徴を理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
　進数変換が表現でき，作業効率が
ある方法を理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　デジタル化について関心を持た
せ，プログラム処理を表現させる。

・指導事項
　デジタルデータと２進法
　コンピュータの基本的な構成
　ＣＰＵとメインメモリ
・教材：教科書・サブノート・補助
教材
・パソコン教室のパソコン等

【知識・技能】
　アナログとデジタルの特徴を理解している。
２進法による表現と情報量の単位について理解
している。
　ハードウエアの役割について理解している。
【思考・判断・表現】
　数を２進法，１０進法，１６進法で表現する
ことができる。
　作業効率が上がる方法について考察してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　デジタル化や２進法に関心を持とうとしてい
る。
　プログラム処理を自分の言葉で説明しようと
している。

・指導事項
　デザインの基本も見てみよう
　情報デザイン
　情報を伝えるさまざまな手段
　誰にとってもわかりやすい情報デ
ザインの工夫
　情報デザインの流れ
・教材：教科書・サブノート・補助
教材
・パソコン教室のパソコン等

【知識・技能】
　情報デザインの考え方と目的を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　身近にある情報デザインの例を抽象化，可視
化，構造化に分類することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身近にある情報デザインの例や用いられてい
る手法を主体的に探そうとしている。

情報 情報Ⅰ

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用できる知識及び技術を身につける。
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【知識及び技能】

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解し，技能
を身につけているとともに，情報社会と人との
関わりについて理解している。

知 思 態

〇 〇 〇 8

情報社会との関わりについて考えながら，問
題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報
技術を活用し，自ら評価し改善しようとして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】

情報Ⅰ図解と実習　日本文教出版

情報

情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決できるようにする。

情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を養う。

情報Ⅰ

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

〇 〇 〇 8

・指導事項
　ものごとの手順とアルゴリズム
　アルゴリズムの図式化
　プログラムとプログラミン言語
　プログラムの構造
　プログラムを改善するときの考え
方
　プログラミングスタイルの変化
・教材：教科書・サブノート・補助
教材
・パソコン教室のパソコン等

【知識・技能】
　コンピュータは決められたアルゴリズムのと
おりに命令を実行していることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　効率よく結果を出すために条件や目的に合っ
た簡潔で分かりやすいアルゴリズムを考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自分の身近な事柄について，作業の手順を箇
条書きに表そうとし，プログラムを作ろうとし
ている。

〇 〇 〇

20

合計

70

〇〇 〇 8

１
学
期

A 単元：情報社会を見渡してみよ
う。
【知識及び技能】
　情報社会の利便性について知識技
能を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報しゃきあの長所や短所につい
て考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報社会の利用における注意点に
ついて考えを深めさせる。

・指導事項
　ＳＮＳの普及と情報モラル
　情報社会を支える法律
　著作権に関する法律
・教材：教科書・サブノート・補助
教材
・パソコン教室のパソコン等
  一人一台端末の利活用

【知識・技能】
　ＳＮＳの利便性や注意点について具体的に理
解できている。
【思考・判断・表現】
　ＳＮＳおよびインターネットの利用における
長所・短所について例をあげて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ＳＮＳおよびインターネット利用について，
自分の考えを深めようとしている。

○

B 単元：コミュニケーションと情報
デザイン
【知識及び技能】
　情報デザインの考え方と目的を理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　身近にある情報デザインの例から
適切に分類させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近にある情報デザインの例から
主体的かつ適切に分類し，模索させ
る。

【思考力、判断力、表現力等】

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的に用いている。

○ ○ 10

配当
時数

○ ○ 16

○


